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5 太監公示第 6 号 

地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 199 条第 14 項の規定により、監査の結果に基

づき措置を講じた旨の通知がありましたので、次のとおり公表します。 

令和 5 年 3 月 31 日 

太宰府市監査委員  吉 野    茂 

太宰府市監査委員  森 田 正 嗣 

記 

１ 平成 30 年度第 1 期定期監査及び行政監査 

監査の結果及び措置状況（健康福祉部高齢者支援課） 

監査結果 措置状況（方針） 通知日

補助金等について 

補助金等が交付されている団体に

ついて、その補助金額を上回る繰越金

が生じている団体が見受けられた。 

地方自治法第 232 条の 2 では「普通

地方公共団体は、その公益上必要があ

る場合においては、寄附又は補助をす

ることができる。」と規定されており、

公益上の必要性や公平性等を踏まえ、

補助対象や金額が妥当であるかとい

う点について適切に判断する必要が

ある。 

今回のような補助金額を上回る繰

越金が生じている状況を看過してい

ることは、本来補助金が交付される必

要があるのか甚だ疑問である。 

繰越金の限度額を認める必要性が

あるのであれば、補助の目的や対象、

繰越金の取扱い等について、補助要綱

等を規定し、基準を明確にすべきであ

る。 

老人クラブ補助金については、福岡県

高齢者社会活動推進等事業費補助金

（令和 4 年度：31,000 円/単位クラブ

※補助額は県の予算の範囲内）を財源

として、太宰府市長寿クラブ連合会に

加盟している単位クラブ毎に年間

51,840 円を交付しています。 

近年、介護予防並びに地域包括ケア

システム構築の観点からも単位クラ

ブ活動の活性化は重要な要素ですが、

会員の高齢化に伴う活動の衰退が大

きな課題となっています。 

 老人クラブ関係事業については、平

成 29 年度から高齢者支援課の所管と

なりましたが、それまで補助金交付規

則が存在しなかったことから、29年度

中に制定するなど、一定の改善は行っ

てきたところです。しかしながら、ご

指摘の単位クラブにおける補助金額

以上の繰越金の存在については、認識

はしているものの従来通り交付して

いる状況です。 
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 本件について、長寿クラブ連合会の

事務局に対し問題提起を行い一定の

理解は示されたものの、「年度当初の

資金繰りのための繰越」「周年事業に

備えた繰越」等、各クラブそれぞれの

理由があり、繰越金の内容を精査した

うえで慎重に議論する必要があると

いった意見を頂いています。 

令和３年度は「太宰府市老人クラブ

等補助金交付規則」の内容見直しの検

討を行ったものの、改正には至りませ

んでした。 

令和４年度も引き続き他市状況等

の情報収集に努めながら、規則改正の

検討を行っているところです。 

２ 平成 30 年度財政援助団体等監査 

監査の結果及び措置状況（健康福祉部福祉課） 

監査結果 措置状況（方針） 通知日

補助金交付規程について

本市の補助金は、国が実施する「高

年齢者就業機会確保事業費等補助金

（シルバー人材センター事業分）及び

雇用開発支援事業費等補助金（シルバ

ー人材センター事業分）交付要綱」及

び「高年齢者就業機会確保事業（シル

バー人材センター事業）執行方針」に

準じて交付されており、手続きも同様

であるとの説明であった。 

しかし、市の補助金交付規程には補

助対象事業、補助対象経費に関する記

載がない。 

補助金交付規程の中で、補助対象事

業、補助対象経費を明確に定めるべき

である。 

令和 3 年 4 月 1 日に「太宰府市補助

金等交付規則」が施行されたことか

ら、これに沿って「公益社団法人太宰

府市シルバー人材センター補助金交

付規程」についても指摘事項を踏まえ

内容の検討作業を進めています。イン

ボイス制度の導入に伴う影響に対す

る国の動向を見つつ改定作業を行う

予定です。 

R4.12.6

補助金交付の適正な審査について 

福祉課は、本補助金の交付決定にあ

たって、国による補助金と同じ補助基

準で実施していることから、国の補助

金交付の採択をもって、市の補助金交

付決定としている。また、国へ提出さ

れた補助金実績報告書を市補助金に

対する正しい実績報告書と見做し、市

として実質的な審査を行っていなか

補助金申請の際必要な提出資料等

についても、補助金交付規程の改定時

に補助対象事業経費の明確化と併せ

て整理・検討し、適切な審査を目指し

ます。 

R4.12.6
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った。 

補助金執行の適正性を判断するた

めには、事業内容や収支計算書を精査

し、補助金の積算根拠を明確にすると

ともに、補助金の対象経費であるかを

実際に帳簿及び領収書等で確認すべ

きところである。 

補助金は、市が支出しているもので

あり、補助目的が達成できているのか

事業実績を確認し、指導を行うなど補

助金交付の適正な審査を行われたい。

３ 令和 3 年度第１期定期監査及び行政監査 

監査の結果及び措置状況（総務部管財課） 

監査結果 措置状況（方針） 通知日

いきいき情報センターの管理の一元

化について 

令和２年度第２期定期監査及び行

政監査において、いきいき情報センタ

ーの一元的な管理体制が望ましいた

め、早急に関係する所管課と協議を行

い、いきいき情報センターの建物全体

を管理する責任者を定められたい旨

指摘したところであるが、監査指摘事

項措置状況報告書では、文化スポーツ

振興財団の指定管理期間が令和４年

度末となっていることをふまえて関

係部署（管財課、文化学習課、文化ス

ポーツ振興財団）の協議を継続すると

のことであった。 

しかしながら、土地、建物から生じ

る諸問題（設備管理、衛生管理など）

に対応する責任を明確にするため一

元的な管理体制が望ましいことから、

先ずは、契約期間の満了を待つことな

く指定管理契約を変更し、現在の契約

相手方である文化スポーツ振興財団

に一元管理させることや、又は、管財

課において一括管理することなども

含めて検討すべきである。 

監査指摘事項を受け、令和３年度に

管財課、文化学習課、（公財）太宰府市

文化スポーツ振興財団と協議を重ね

ました。 

一括管理の必要性はどの部署も感

じているところではあるが、（公財）太

宰府市文化スポーツ振興財団の指定

管理期間中であるため、契約額の増減

が生じるなど財政的な課題があり、管

財課がいきいき情報センター全体の

管理をする場合においても、予算面や

人員配置面の課題がありました。 

これらの課題について、協議を行

い、４月から、文化学習課に移管し、

（公財）太宰府市文化スポーツ振興財

団を指定管理者とし、太宰府市いきい

き情報センターを一括管理とするよ

う進めています。 

R4.12.8
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４ 令和 4 年度第 1 期定期監査及び行政監査 

監査の結果及び措置状況（市民生活部環境課） 

監査結果 措置状況（方針） 通知日

太宰府北寿苑跡地の活用について 

令和 2年度第 1期定期監査及び行政

監査の指摘事項「太宰府北寿苑跡地の

活用について」の措置方針について、

令和 4 年 6 月 9 日付で通知を受理し

た。この通知において、今後地元との

協議を継続し、当該跡地の活用につい

て検討を進めるとのことであるが、こ

のような状況が長期に継続すれば、多

額の管理経費がかかることとなり、遊

休地の有効な活用の観点からも早急

な解決を図られたい。 

北寿苑の跡地活用に関しては、引き

続き北谷区自治会と協議を行ってい

ます。しかし、地元の希望や、北寿苑

の跡地の立地（レッドゾーンなど）の

問題などがあり、まだ決まっていませ

ん。今後も協議を継続し、北寿苑跡地

活用について検討を進めます。 

R4.12.6

監査の結果及び措置状況（総務部地域コミュニティ課） 

監査結果 措置状況（方針） 通知日

地域運営支援助成金について 

各自治会及び校区自治協議会（以下

「自治会等」という。）の決算報告を

見ると、翌年度への繰越金が増加して

いる。これはコロナの影響と思われ

る。 

助成金は、自治会等の活動の維持・

活性化を目的とするものである。した

がって、事業の中止等により費用が削

減された場合は、返還を求めるのが基

本である。 

しかし、補助金の交付要綱等の整備

が不十分なため、繰越の限度額の設定

もされず漫然と繰越額が増加してい

る実態である。地域コミュニティ課に

おいては、交付要綱等の整備を進める

とともに、自治会等の自主的な活動を

推進するために市の指導の下に繰越

金の適正な執行を求めるべきである。

地域運営支援助成金につきまして

は、交付に至った経緯などから、自治

会長報酬並びに隣組長手当等の基礎

的な運営費用に充てられています。 

しかしながら、事業の中止や縮小に

よる繰越金の増加は、適正な執行を求

めるべきものと考えます。 

つきましては、本制度が自治会等の

自主的な活動を推進する望ましい制

度となるよう、自治会等と協議し、要

綱等の整備を検討していきます。 

R4.12.12
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５ 令和 4 年度学校監査 

監査の結果及び措置状況（教育部学校教育課） 

監査結果 措置状況（方針） 通知日

学校徴収金の未納金に関する取扱い

について 

学校徴収金の未納金については、各

学校において未納家庭への督促等や

就学援助費、児童手当からの充当を行

うことで、多くの場合徴収できている

状況であった。 

未納金が回収不能となった場合の不

納欠損の手続きの整備については、以

前から指摘しており、未納金の取扱い

について実態を踏まえた規程等を早

急に整備されたい。 

各学校においては、引き続き未収入

金の回収に努めるとともに、不能欠損

処理の方法等につきまして、現在学校

教育課で他市の状況等を調査・情報交

換しているところです。 

ご指摘のように実態を踏まえた方法

について他市の状況等に注視して今後

の対応を検討していきたいと考えてお

ります。 

R5.3.2

監査の結果及び措置状況（教育部学校教育課 太宰府東小学校） 

監査結果 措置状況 通知日

薬品の管理について 

薬品受払簿（理科薬品台帳）を確認

したところ、受払簿記載もれのため、

薬品の残存数量と受払簿記載内容が

合致しないもの、また、使用済薬品が

薬品庫上にそのまま保管されている

ものが見受けられた。 

盗難及び紛失の防止を図るため、薬

品受払簿による使用量の把握、薬品受

払簿と残量との定期的な照合や確認

を徹底し、適切な薬品管理に努められ

たい。 

特に、毒物及び劇物の管理にあたって

は、児童生徒等に危険が及ぶ可能性が

あることを十分に考慮し、管理に努め

られたい。 

薬品庫上の使用済み薬品について

は、その日のうちに片付け、処分を行い

ました。 

今後、実験にて薬品を使用した場合

は、実験終了後に片付け、処分を行うよ

う全職員に指示徹底を行いました。ま

た、薬品庫にも同じ内容の掲示を行い

ました。 

R5.3.1
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 監査の結果及び措置状況（教育部学校教育課 太宰府西中学校） 

監査結果 措置状況 通知日

薬品の管理について 

薬品受払簿（理科薬品台帳）を確認

したところ、受払簿記載もれのため、

薬品の残存数量と受払簿記載内容が

合致しないもの、また、使用済薬品が

薬品庫上にそのまま保管されている

ものが見受けられた。 

盗難及び紛失の防止を図るため、薬

品受払簿による使用量の把握、薬品受

払簿と残量との定期的な照合や確認

を徹底し、適切な薬品管理に努められ

たい。 

特に、毒物及び劇物の管理にあたって

は、児童生徒等に危険が及ぶ可能性が

あることを十分に考慮し、管理に努め

られたい。 

・薬品を使用した人が使用した日に使

用量を薬品簿に記入します。 

・薬品を購入した場合は、納品された

日に薬品簿に記入します。 

・定期的に理科の担当複数名で残存量

の確認を行い、薬品簿の記入もれがな

いか確認を行います。 

・薬品はすべて薬品庫に片づけ、施錠

する。特に毒物及び劇物については、

使用後直ちに薬品庫に入れ施錠しま

す。  

・使用済みの薬品の瓶については、定

期的に処分します。 

R5.3.1


